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提  案  書 

 

次のとおり、提案します。 

 

１ 提案する施策の名称 

   自主防災組織の充実と防災倉庫を活用した年代別防災訓練 

 

２ 提案する施策の内容 

   自主防災組織が校区にある各防災倉庫を拠点として、防災資機材の整備、維持管理・

取扱い及び各種の訓練（年代ごとの役割）を行う。 

（１） 三木町自主防災協議会の設立と規約の整備 

（２） 校区ごとに地区自主防災会の設立と会則の整備 

（３） 防災訓練について 

各校区内の防災倉庫を拠点として資機材を効率的に活用し、各種の災害に対処でき 

るように次の訓練を実施する。 

ア  防災倉庫の位置と見学、資機材の取扱い訓練及び危険個所や避難所の確認（防 

災マップの運用） 

イ  消防訓練（消火・救助要領）、救急訓練（応急手当・搬送要領）、総合訓練、避難

誘導・情報収集及び避難所の運営方法 

（４） 年代別役割について 

ア  少年  

地震災害等の体験者の話を聞くこと（地震体験車を利用）、また防災マップに基

づき親子で危険箇所や防災倉庫、避難所のある位置を実際に歩いて、地域を見聞し、

防災意識の向上に努める（応急手当や消火・簡易担架搬送など訓練参加） 

イ  青壮年 

共助精神にのっとり、皆自主防災員として消火・救出・救護に当たり積極的に訓 



練に参加する。また各校区の防災倉庫内の資機材の取扱いの把握、各種の訓練及び

災害対応にあたる。 

ウ  高齢者 

自助の心構えを持ち、援護を受け入れやすくする。情報収集や応急救護の助言や 

避難所の運営支援にあたる。 

 

３  現状の課題（提案の目的及び理由） 

（１）三木町全体をまとめる自主防災協議会がない。 

（２）自主防災活動の根拠となる規約等が整備されていない。 

（３）自主防災組織の活動及び防災訓練が十分でない。 

（４）防災倉庫の認知度が低く、活用が十分でない。 

 

４  提案する施策の実施により予想される効果 

阪神淡路大震災、東日本大震災の教訓を活かし、２０××年に迫りくる東南海地震

等の災害に向けて住民が助け合う、安全安心な町づくりを目指すことができる。 

（１） 校区ごとに地区自主防災会を組織することによって、三木町まちづくり協議会連合 

会に組み入れすることができる。 

（２） 町が設置した防災倉庫を活用することによって、防災意識の向上が図られる。 

（３） 規約等の整備により、組織的な防災活動及び訓練が可能となる。 

（４） 防災訓練によって、住民個々の生命・身体・財産を守ることができる。 

 

５  提案する施策の実施に要する費用の額及び内訳 

（１） 平成 25 年度地区自主防災会、自主防災協議会の立ち上げに関する費用 

防災倉庫 18 か所 × 100 人 × 100 円 ＝ 180,000 円 

（２） 平成 25 年度以降の訓練費用 毎年 1,400,000 円（ただし防災倉庫９か所分） 

（３） 平成 26 年度以降の総会等費用毎年 40,000 円 

（４） 日本防災士の資格取得のため、補助金の助成 

20,000 円（防災士養成受講料 12,000 円、受験料 3,000 円、認証料 5,000 円） 

20,000 円 × 20 人 ＝ 400,000 円 

※   防災士とは、社会の様々な場で減災と社会の防災力向上のための活動が期待され、

かつ、そのために十分な意識・知識・技能を有するものとして、NPO 法人日本防災士

機構が認定した人たちです。 

（５） 防災資機材の追加購入費用 

① 大型炊き出し器まかない君 85 型   345,000 円×１個×18 か所＝6,210,000 円 

85 型ＬＰガスバーナーセット     90,000 円×１個×18 か所＝1,620,000 円 

 



② 救助ロープクレモナロープ 20ｍ巻   4,000 円×２巻×18 か所＝ 144,000 円 

③ 救命浮輪               8,715 円×１個×18 か所＝ 156,870 円 

 

④ ハロゲン防水ライト            700 円×５個×18 か所＝  63,000 円 

 

⑤ 高照度９ＬＥＤヘッドランプ      2,625 円×５個×18 か所＝ 236,250 円  

 

⑥ 金属呼子                 600 円×３個×18 か所＝  32,400 円 

                        合計金額       8,462,520円 

 

総合計金額 （１）＋ （2）＋ （3） ＋ （4）＋ （5） ＝10,482,520 円 

  

６ その他の参考資料（添付資料の名称） 

（１）三木町自主防災協議会規約(案)  

（２）○○地区自主防災会会則(案) 

（３）三木町自主防災協議会の組織図(案) 

（４）三木町自主防災組織結成状況(平成 24 年４月１日現在) 

（５）防災倉庫設置マップと防災倉庫内外写真参照 

（６）防災士養成講座受講生募集要項参考資料 

 


